
ニ ジ ン ス キ ー 版r春 の 祭 典 』

 に お け る<溶 け た 自 我>

 北 国 伸 隆

【目的】

〈溶けた 自我 〉 とい う独 自の光源 か らニジ ンス

キ ー版 『春 の祭 典』 を照 らす ことに よって, この

作品の持 つ意義 と魅力の一端 を解 明す るのが, 本

論考の 目的であ る。

【方法】

 映像資料 お よび文献資料 の分析 。詳細 は, 参 考

資料欄 を参照 の こと。

【考察】

1:〈溶 けた 自我 〉解説

〈溶けた 自我>と は, 基 本 的に次の二点 の ような

ものである と, 定 義付け した。

1: 自我 のデ ィオニ ュソス的状態。

2: 至 高体験(peak experience)を 起 こしている

ときの 自我の状態。

 定 義1の 「デ ィオ ニ ュ ソス的」 とい うのは, 

ニ ーチ ェが『悲 劇 の誕 生』(1872)の 中 で述べ た美

学 上の概念 で,「 アポ ロン的」 と対 を なす もの で

ある。

 定 義2の 「至 高体験peak experience」 とい うの

は, い わゆる 自己実現 の心 理学 で 有名 なA. H. マ

ス ローの言葉 で, さまざまな場 において経験す る

「最 高の幸福 と充実 の瞬 間」「胱惚感の瞬間」を意

味する。至 高体 験 に あ る人 は, マ ス ローに よれ

ば, 主 に次 の ような特徴 を持 っている。

1: 精 神 の統一(合 一, 一 体)を 感 じている。

2: 経 験 す る 自我 と見 る 自我 とのずれ が小 さい。

3: 世 界 と渾然一体 とな って深 くつ ながることが

で き, も ともと自己ではない もの とも融合す る よ

うになる。

4: 美 的体験や愛情体験 においては, 対 象 に極度

まで没 入 し, 自我 はほぼ消 えて しま う。

II: 舞 踊 のもっ 〈溶 けた 自我〉発現の ための テク

ニ ック解説

 舞踊, 特 に リチ ュアル としての舞踊 は, 様 々な

〈溶 けた 自我>現 出のためのテクニ ックを持 って

いる。例 えぼ, <群 れ><反 復>〈回 転 ・旋 回〉〈跳

躍 ・スタ ンピング><首 振 り>〈模 擬 ・模倣〉〈包 囲

型の 「場」>な どで ある。 これ らを抽 出す るに あ

た って用 いたのは, 理 論 的には, E. カネ ッテ ィの

群衆論, パ ル ・メル ・ガ ゼ ヅ ト誌 への 『春 の祭

典』 創作 意図についてのニジ ンスキーの言, R. カ

イ ヨワの遊 技論 にお け る ミミク リー とイ リンク

ス, お よび清水裕 之の芸能 空間論 であ り, 具 体例

は, M. G. ヴ ォジーン(1974), C. ザ ヅクス(1937), 

F. ニ ーチ ェ(1872)に 見 られ る。

III. ニ ジ ンスキー版『春 の祭典』頻度分析

 ニ ジ ンスキー版 『春の祭典』に, <溶 け た 自我>

発 現 のため の7つ の テクニ ックが使 われ ている頻

度 を分析 した結果は,「 頻度分 析表 」 に示す通 り

である。比較 のために, ス タンピングの多使用 で

有名 な現代 の作品 である 『ス タンピング ・グ ラウ

ン ド』(J. キ リアンが アボ リジニーの舞踊 を実際 に

現地 で取材 し, そ れに触発を受けて振 り付 けた も

の)を, 全 く同 じ基準で分析 した。それぞれ のテ

クニ ックにつ いて の数式 と測定基準は, 以下 に示

す通 りである。な お, 1～4に 関 しては, 1分 当

た りの頻度 で, 5～7に 関 しては, 上演時 間に対

す るパーセ ンテージで, 表 してあ る。上演時 間は

それ ぞれ,『 春の祭典』29分8秒,『 ス タンピング

・グ ラウン ド』47分10秒 。 測定者は磯部桂子 ・北

国伸隆。測定値 の小数点二桁以下は四捨五入 した。

1.〈 跳躍 ・スタン ピング〉… 〈跳躍 ・スタ ンピ

 ング>数 ÷上演時間(秒)×60

2.〈 回転 ・旋 回〉...... 〈回 転 ・旋 回〉数

 ÷上演時間(秒)×60

3.〈 首 振 り〉...... 〈首振 り〉数 ÷上

 演 時間(秒)×60

4. <反 復 〉...... <反 復>数 ÷上演

 時 間(秒)×60

5. <群 れ 〉...... <群 れ〉 が使われ

 て いる時間(秒)÷ 上演時間(秒)×100

6. 〈模 擬 ・模倣>...... 〈模 擬 ・模倣〉が

 使 われ てい る時間(秒)÷ 上演 時間(秒)×

 100

7. 〈包 囲型の 「場」>...... <包 囲 型の 「場」〉

 が 使われてい る時間(秒)÷ 上演時 間(秒)×

 100

*1～4に 関 しては, 同種 の振付 で1度 に行われ

た ものは, そ の行為者の数にかかわ らず, 1回 と

す る。

*2は, 回 転 軸を もつ360度 回 転。

*4の 〈反復>が 特に関係 して くるのは,〈 跳躍 ・

スタンピング〉<回 転 ・旋回>〈 首振 り〉 である。

これ らが 〈反復>さ れる と,〈 溶けた 自我〉発現の

ための効果は, 単 発的に行わ れた ときに比べて, 

著 しく上昇す る。 よって,〈 跳躍 ・ス タンピング>

〈回転 ・旋回>〈 首振 り〉の同種 の振 りを一連 の

ムーヴメン トと して 〈反復 〉 した 回数 を,「<反

復>数 」 とした。

*5の 「〈群れ>が 使われてい る時間」とは, 3人

以 上が同種 の振 りで踊 っている時間 を指す。

*6に 関 しては, 人 間以外 の 「生物」 の動 きお よ

び形態を 〈模擬 ・模倣>し ている場合 のみ を,〈 模

擬 ・模倣>で あ るとした。

【結論】

 考 察1と 豆か らは, 次 の ように結論付け られ る。
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すなわち, 舞踊は<溶 けた自我>発 現へ至るため

の 「装置」である。

 考察 皿からは, 次のように結論付けられる。す

なわち, ニジンスキー版 『春の祭典』は, スタン

ピングの多使用で有名な現代の作品と比べても, 

<溶けた自我>発 現のためのテクニックをかな り

の高頻度で使用 している。ニジンスキーがこの作

品に使用 した<溶 けた 自我〉発現のためのテ ク
ニヅクの総量を一言で言い表すならば, それは

<過剰>で ある。

 以上すべての考察から, 次のことが言えると思

われる。すなわち, ニジンスキー版 『春の祭典』

は, <溶けた自我〉発現のためのテクニ ック群の

〈過剰〉使用により, 西洋の舞台芸術 としての舞

台作品史上, 革命的な作品とな りえた。

●頻度分析表●
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■ 映 像 資 料

春 の 祭 典 lw sacte du printemps

 振 付: ワ ス ラ フ ・ニ ジ ン ス キ ー 復 元: ミ リセ

ン ー ホ ド ソ ン 制 作 ・ 放 映: WNET/New

York 番 組-名: Great Performances 出 演: The

Joffrey Ba11et放 映 年: 1989年 媒 体: ビ デ オ ・
申ラウ

ア ー フ

ス タ ン ピ ン グ ・グ ラ ウ ン ド Stampimg groumd

 振 付: イ リ ・キ リ ア ン 出 演: ノ ラ ・キ ン ブ

ル, マ ー リ ー ・ ノ ー ベ ン, ヘ レ ー ネ ・パ ー バ ッ

ク, グ レ ン ・エ デ ィ ー, ジ ェ イ ム ズ ・ヴ ィ ン セ ン

ト, ナ チ ョ ・デ ュ ア ー ト 収 録: オーラ ン ダ, 1984

年 日本 フ ォ ノ グ ラ ム 「キ リ ア ン ・ コ レ ク シ ョ

ン 」 所 収 媒 体: LD
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